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「県内優良施設見学研修会」に参加して

富士山朝霧バイオマスプラント
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警鐘を鳴らす深海魚ミズウオ

東海大学海洋学部学芸員の伊藤芳英氏を講師に
お招きし、「警鐘を鳴らす深海魚ミズウオ」のお話を
伺いました。
講演では、静岡市清水区の海岸に打ちあがる深
海魚であるミズウオのお腹の中を50年間調査してき
た中で、大きな口をもちエサだと思ったものを何で
も食べてしまう特性を持つミズウオのお腹から、エ
サと間違えて飲み込んだと思われるゴミが確認され
ており、特に研究の中でここ50年でミズウオの胃の
内容物からプラスチックゴミが出てくる頻度が上が
り、中には大きなビニール袋も確認されています。
このミズウオの研究事例より海洋汚染について考
えていただくことの大切さ、地球上のごみ問題、駿
河湾の漂着物などについてお話を伺いました。

地球は46億年前に太陽系の第3惑星として誕生
し、生命は約38億年前に誕生したと言われている。
その頃は有害線である太陽からの紫外線の影響で
生命誕生には不向きのため、紫外線を通さない深
海と呼ばれる200mより深い場所で生命が誕生した
と考えられている。
現在世界の人口は、本日で約76億5,600万人、
2～3人/秒で増加していると考えられており、50
年後は約104億7,000万人。
人口増加による課題は、 ①食べ物の心配　②水

の心配　③住む所　④ゴミの心配　⑤エネルギー
の心配　⑥生物に与える心配などが考えられる。

駿河湾は、御前崎と石廊崎間
より内側を駿河湾と呼び、中央
の最深部は約2,450mほどある。
また、三保海岸沖は岸より
500mほど離 れると水深は
1,000mの深さ。水深が200m
より深いところを深海と呼ばれ
ており太陽の光が通らない。駿
河湾の大部分はこの深海である。
海岸に多く到着する漂着物は主に次の3種類に区
分される。
（1）海洋の自然から生まれたもので、カニやエビな

どの甲殻類、ヒトデなどの棘皮動物など。
（2）陸の自然から生まれたもので、木（流木）、植物、

猪や鹿などの動物、鳥など。
（3）人が作りゴミとなったもので、ペットボトル、プ

ラスチック容器、発泡スチロール、金属の缶、
スプレー缶、ガラス瓶、スポンジなど。これら
人が作りゴミとなったものが一番問題。特にプ
ラスチック類の中で、5mm以下のものをマイク
ロプラスチックと呼ぶ。

今後の活動
私たちと海とのつながりを考えてみますと、  ①食
べる為の魚介類を取る、または育てる　②海洋資源
の利用（石油、メタンガス、レアアース等鉱物等）
③海水浴や釣りなどのレジャー　④外国との貿易・
旅行など多くのことが考えられます。
これまでのミズウオを通じた研究では、ミズウオ
が海中の様子を教えてくれました。海洋の自然を大
切にするために、自分の生活を振り返り自分に出来
ることから行動に起こしてみませんか!　と締めくくら
れ、身近な駿河湾で起こっている環境問題を講演を
通じて学ぶ貴重な機会となりました。
また、当日の参加者からの感想として川や海への

ゴミのポイ捨てをしないように、また見つけたら声
掛けすることの大切さなど改めて考えさせられる講
演会となりました。
日立ジョンソンコントロールズ空調㈱ 清水事業所　古牧 潔
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